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Abstract

ln order to evaluate the cavitation processes from the initiation to the we■―developed or the

supercavitating state by means of AE technique, the AE characteristics 、、アere studied in the

cavitating no、 ',s around a rectangular cavity with a thin upstreaHi separated boundary layer

M/hich plays an important role as a kind of cavitator in the do、 ',nstreani cavitating llottrs. The

number distribution of the AE pulses takes a peak in the region bet、 veen the initiation、 ',ithin the

upstream separated boundary layer and the near― supercavitating state  lt is necessary to

consider the dependence of cavitation aspects and cavitators on the、 ','hole cavitation processes

evaluated by the AE technique
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1.緒  言

ポンプ。バルブなどの流体機械・機器の壊食・

振動等のキャビテーシヨン諸障害の発生 。発達

を予測する一方途 として,キ ャビテーションが

発するアコーステイック・ エ ミッション,AE,
を受信 。分析 し,特徴あるAE特性 よりその発

達過程を推定 しようとする試み(lXう がある。AE

は,本来,固体の変形・破壊時に発生する現象

であるが,キ ャビテーションは一種の液体の破

壊現象 と考えられるので,キ ャビテーション現

象に対するこの種の試みは十分妥当性があると
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考えられる。そして,こ の種の試みにおいては,

キャビテーシヨンの多様性 を十分考慮 した上

で,キ ャビテーシヨンの様相 とAE特性 との関

連性を調べることが必要となろう。

これまで,キ ャビテーシヨンの発生状態 と

AE特性 との関連性 についての研究(1)虫 3)等 は

あるが,最近,従来の壊食に比べて一桁以上も

大きい “激しい壊食"の発生が観測された0。 こ

のため,壊食の発生 。発達にはキャビテーシヨ

ン発生領域だけでなく,上流キャビテータによ

る有効核の供給に伴うキャビテーシヨンの質的

変化,すなわちキャビテーシヨン気泡の形態あ

るいは非定常性の増大等が深 く係ってくる。す

なわち,こ れまでのようにAE特性 をキャビ

テーション係数のみに限定した議論では不十分

であり,AE特性の質的大差 とキャビテーシヨ

ンの様相 を考慮 しつつ,AE法 によるキャビ
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